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ふと頭にうかんだこと

先週、ふと頭に浮かんだ3つのことがあります。ぜひ心に留めて、日々の生活の中で実践

してみてください。

言葉の力と品性（ひんせい）

古来より言葉には神秘的な力が宿ると言われ、これを「言霊（ことだま）」と呼びます。温か

い言葉は人の心を癒やし、心ない言葉はナイフのように相手を傷つけます。ですから私た

ちは、日頃から優しい言葉や温かな言葉を使う必要があります。

そしてもう一つ大切なのは、「何を言わないか」です。人間関係の中では、相手に伝え

るべき言葉がある一方で、「あえて言う必要のない言葉」や「言ってはならない言葉」が

あります。人の品性や思いやりは、この「言わない選択ができるか」に現れます。

言葉を発する前に相手の気持ちを想像し、ぐっと飲み込む優しさと深慮深さ（しんりょぶかさ）を

持った人になってください。

果報（かほう）は動いて掴（つか）め

「果報は寝て待て」という諺（ことわざ）がありますが、私は「動いて掴むもの」だと思って

います。私には、先日来どうしても実現したいことがありました。何度も行動を起こしま

したがうまくいかず、もうだめだと諦めかけていました。ところが、嬉しい知らせが突然

届きました。

世の中には、どれだけ努力しても実らないことがあるのも事実です。しかし、諦めずに

動き続けた人にしか届かない結果や出会いがあります。諦めそうになった時こそ、もう一

歩だけ踏み出してみましょう。

いつも「ご機嫌」でいる

人を育てるプロである原田隆史さんは、「世の中で結果を出し、幸せになれる人は『い

つもご機嫌でいる人』だ」と言っています。生きていると、思い通りにいかないことや悲

しいこともたくさんあります。しかし、そんな時こそ「なんとかなる」「なんとかしてや

る」という前向きな気持ちで、朗らかに過ごすことが大切です。

自分の不機嫌を周りにぶつけるのではなく、「自分の機嫌は自分でとる」。いつも笑顔

でご機嫌に過ごすことが、巡り巡ってあなた自身に幸運を運んできてくれます。

学校ホームページで、日々の教育活動のようすを公開して

います。どうぞ、本校ホームページを閲覧してください。


